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（
質
問
の 

三
） 

答

弁

第

三

号 
   

衆
議
院
議
員
寺
島
隆
太
郞
君
提
出
区
画
漁
業
権
の
存
続
期
間
の
満
了
に
伴
う
取
扱
い
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
四
一
第
三
号 

昭
和
三
十
七
年
八
月
三
十
一
日 

衆

議

院

議

長 
淸 

瀨 

一 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

池 

田 

勇 

人 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
寺
島
隆
太
郞
君
提
出
区
画
漁
業
権
の
存
続
期
間
の
満
了
に
伴
う
取
扱
い
に
関
す
る
質 

問
に
対
す
る
答
弁
書 

漁
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
漁
場
の
条
件

に
変
化
の
な
い
限
り
、
ま
た
公
益
上
支
障
の
な
い
限
り
事
実
上
切
れ
目
の
な
い
漁
業
権
の
免
許
を
す
る
の
が
都
道

府
県
知
事
の
法
律
上
の
義
務
と
な
る
わ
け
で
あ
り
、
関
係
者
の
い
だ
く
よ
う
な
不
安
は
解
消
す
る
も
の
と
考
え

る
。
す
な
わ
ち
、
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
都
道
府
県
知
事
は
、
漁
業
上
の
総
合
利
用
を
図
り
、
漁

業
生
産
力
を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
、
例
え
ば
従
来
区
画
漁
業
権
が
免
許
さ
れ
て
い
た
漁
場
に
つ
い
て
そ
の
存
続

期
間
満
了
後
も
引
き
続
き
そ
の
区
画
漁
業
権
の
免
許
を
す
る
必
要
が
あ
る
な
ら
ば
、
漁
業
調
整
そ
の
他
公
益
に
支

障
が
な
い
限
り
、
か
な
ら
ず
漁
場
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
現
に

漁
業
権
が
免
許
さ
れ
て
い
る
水
面
に
つ
い
て
そ
の
漁
業
権
の
存
続
期
間
の
満
了
に
伴
い
漁
場
計
画
を
定
め
よ
う
と

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
存
続
期
間
の
満
了
日
の
三
箇
月
前
ま
で
に
こ
れ
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に 



な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
免
許
予
定
日
が
当
該
存
続
期
間
の
満
了
日
の
翌
日
と
な
る
こ
と
を
予
定
し
て
、
切
れ
目

な
く
免
許
を
行
な
う
べ
き
趣
旨
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
お
、
知
事
が
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
当
然
漁

場
計
画
を
樹
立
し
て
漁
業
の
免
許
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
し
な
い
場
合
に
は
、
主
務
大

臣
は
、
そ
の
知
事
に
対
す
る
監
督
権
限
に
基
づ
き
、
行
政
指
導
を
行
な
い
、
関
係
者
に
無
用
の
不
安
を
い
だ
か
せ

な
い
よ
う
、
法
文
の
趣
旨
に
即
し
て
適
当
な
行
政
運
用
を
図
る
考
え
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




